
Ⅱ：生産性革命プロジェクトの具体例

国土交通省生産性革命プロジェクト ～生産性革命元年～

生産性向上につながる先進的な取り組みとして、第１回・第２回の国土交通省生産性革命
本部において、まずは１３のプロジェクトを選定しました。
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○人流・物流はあらゆる生産活動の根幹。
○効率的な渋滞対策により、有効労働時間を増加。トラックやバスの担い手不足

にも対応。

社会のベース

未来型

産業別

【日本を取り巻く状況】
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○首都圏三環状の概成により、交通が分散し、渋滞が大幅に改善するなど、環状道路
の効果が顕在化。

○首都圏の高速道路について、平成28年４月より、圏央道や外環をより賢く使う利用
重視の新しい料金体系を導入。

○今後、渋滞状況等を踏まえて、料金を段階的に見直し、渋滞緩和による生産性向上
を促進。

社会のベース

未来型

産業別
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○既存ストックと民間活力を最大限に活用し、クルーズ船の寄港増に対応。
○これら施策により、「訪日クルーズ旅客を2020年に500万人」の目標実現に積極的

に取り組む。

社会のベース

未来型

産業別
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○経済活動の装置である都市のコンパクト化、密度アップ、公共交通の利便性向上
により、訪問介護の移動時間激減や中心市街地での消費額増加を実現するなど、
サービス産業の生産性を大幅に向上させる。

○その際、高齢者、子育て世帯等の行動をビッグデータで解析、ユーザー目線も備
えたプランニング手法に一新し、施設の最適立地を実現する。

社会のベース

未来型

産業別
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○我が国経済の生産性向上には、土地・不動産について流動化等を通じた有効活用
を図り、国民サービスの向上や需給のミスマッチの解消、新たな需要の創出等を
進めることが不可欠。

社会のベース

未来型

産業別


